
注 意 事 項

1．試験問題の数は 60 問で解答時間は正味�時間である。

2．解答方法は次のとおりである。

⑴ �例��、�例��の問題ではａからｅまでの�つの選択肢があるので、そのう

ち質問に適した選択肢を�例��では�つ、�例��では�つ選び答案用紙に記入

すること。なお、�例��の質問には�つ以上解答した場合は誤りとする。

�例��の質問には�つ又は�つ以上解答した場合は誤りとする。

�例�� 101 応招義務を規定して

いるのはどれか。

ａ 刑 法

ｂ 医療法

ｃ 医師法

ｄ 健康保険法

ｅ 地域保健法

�例�� 102 医師法で医師の義務とされて

いるのはどれか。�つ選べ。

ａ 守秘義務

ｂ 応招義務

ｃ 診療情報の提供

ｄ 医業従事地の届出

ｅ 医療提供時の適切な説明

�例��の正解は｢ｃ｣であるから答案用紙の ｃ をマークすればよい。

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

答案用紙①の場合、

101

ａ ｂ ｄ ｅ101

粟

答案用紙②の場合、

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

或

101

ａ

ｂ

ｄ

ｅ

101

�例��の正解は｢ｂ｣と｢ｄ｣であるから答案用紙の ｂ と ｄ をマークすれ
ばよい。

答案用紙①の場合、

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ102

粟

ａ ｅ102

答案用紙②の場合、

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

或

102

ａ

ｅ

102

ｃ

ｃ
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⑵ �例��では質問に適した選択肢を�つ選び答案用紙に記入すること。なお、

�例��の質問には�つ以下又は	つ以上解答した場合は誤りとする。

�例�� 103 医師法に規定されているのはどれか。�つ選べ。

ａ 医師の行政処分

ｂ 広告可能な診療科

ｃ 不正受験者の措置

ｄ へき地で勤務する義務

ｅ 臨床研修を受ける義務

�例��の正解は｢ａ｣と｢ｃ｣と｢ｅ｣であるから答案用紙の ａ と ｃ と ｅ

をマークすればよい。

答案用紙②の場合、

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

或

103 103

答案用紙①の場合、

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ103

粟

103 ｂ ｄ ｂ

ｄ
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⑶ 選択肢が�つ以上ある問題については質問に適した選択肢を�つ選び答案用

紙に記入すること。なお、�例	�の質問には�つ以上解答した場合は誤りとす

る。

�例	� 104 平成 20 年医師・歯科医師・薬剤師調査で人口 10 万人当たりの医師

数が最も少ないのはどれか。

ａ 北海道

ｂ 青森県

ｃ 茨城県

ｄ 埼玉県

ｅ 京都府

ｆ 和歌山県

ｇ 鳥取県

ｈ 徳島県

ｉ 佐賀県

ｊ 沖縄県

�例	�の正解は｢ｄ｣であるから答案用紙の ｄ をマークすればよい。

答案用紙①の場合、

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ104

ａ ｂ ｃ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ104

粟

答案用紙②の場合、

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

ｉ

ｊ

104

或

104

ａ

ｂ

ｃ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

ｉ

ｊ
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1 肝硬変の進行とともに上昇するのはどれか。

ａ 血小板数

ｂ ICG 15 分停滞率

ｃ 血清アルブミン値

ｄ へパプラスチンテスト値

ｅ Fischer�分岐鎖アミノ酸/芳香族アミノ酸�比

2 腎不全患者の治療中の写真�別冊No. 1�を別に示す。

この治療法について正しいのはどれか。

ａ 塩分制限を必要としない。

ｂ 週�回の通院が必要である。

ｃ 合併症として腸閉塞がある。

ｄ 導入患者数は著しく増加している。

ｅ 治療液のカリウム濃度は 5.0 mEq/lである。

別 冊

No. 1
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3 腰椎
刺で得られた検体の写真�別冊No. 2�を別に示す。

この疾患の治療に使用すべきなのはどれか。

ａ 抗菌薬

ｂ 解熱鎮痛薬

ｃ 免疫抑制薬

ｄ 脳圧降下薬

ｅ 抗悪性腫瘍薬

別 冊

No. 2

4 妻に禁煙を促された患者が来院した。

禁煙治療の開始準備として適切でないのはどれか。

ａ 禁煙の意思確認

ｂ 禁煙開始日の設定

ｃ 喫煙開始年齢の把握

ｄ 喫煙本数の目標設定

ｅ ニコチン依存症の判定

5 薬物療法で妊孕性が改善し得るのはどれか。

ａ 精索静脈瘤

ｂ ムンプス精巣炎

ｃ Kallmann 症候群

ｄ Klinefelter 症候群

ｅ 先天性両側精管欠損症
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6 多発性内分泌腫瘍mMENoⅠ型を構成しないのはどれか。

ａ プロラクチノーマ

ｂ 原発性副甲状腺機能亢進症

ｃ 甲状腺髄様癌

ｄ Zollinger-Ellison 症候群

ｅ 副腎皮質腫瘍

7 ヘルニアとヘルニア門の組合せで正しいのはどれか。

ａ 臍ヘルニア 白 線

ｂ 大腿ヘルニア 大坐骨孔

ｃ 内鼠径ヘルニア 外側鼠径窩

ｄ 外鼠径ヘルニア 内鼠径輪

ｅ 閉鎖孔ヘルニア Treiz 靱帯

8 0 -Ⅱc 型胃癌はどれか。

ａ 限局潰瘍型進行癌

ｂ 腫瘤型進行癌

ｃ びまん浸潤型進行癌

ｄ 表面陥凹型早期癌

ｅ 表面隆起型早期癌

DKIX-01-DH-93



9 甘草を含む漢方薬服用中に高血圧症をきたした患者で、低下していると考えられ

る血清電解質はどれか。

ａ Na

ｂ K

ｃ Ca

ｄ P

ｅ Mg

10 喉頭内視鏡の写真�別冊No. 3 ①〜⑤�を別に示す。

喉頭癌と考えられるのはどれか。

ａ ①

ｂ ②

ｃ ③

ｄ ④

ｅ ⑤

別 冊

No. 3 ①〜⑤
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11 左眼底写真�別冊No. 4�を別に示す。右眼も同様の所見を認める。

この疾患で認められる可能性が高いのはどれか。

ａ 夜 盲

ｂ 高眼圧

ｃ 低血圧

ｄ 視野異常

ｅ 色覚障害

別 冊

No. 4

12 全般性不安障害の患者の訴えと考えられるのはどれか。

ａ ｢人前で話すとすぐに顔が赤くなります｣

ｂ ｢おなかの痛みが癌ではないかと心配です｣

ｃ ｢いつも緊張して、休まるときがありません｣

ｄ ｢誰もいないところで発作が起こるのが心配です｣

ｅ ｢鍵をかけたのか、何度も確認しないと気が済みません｣

13 21-水酸化酵素欠損症である先天性副腎皮質過形成の乳児が急性副腎不全を起こ

した場合の初期治療として適切なのはどれか。

ａ 抗菌薬の投与

ｂ 水分投与の制限

ｃ アドレナリンの投与

ｄ LH-RHアナログの投与

ｅ 糖質コルチコイドの投与
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14 長期の喫煙歴があり、労作時の呼吸困難を訴える患者の胸部エックス線写真�別

冊No. 5�を別に示す。

この疾患で認められる可能性が高いのはどれか。�つ選べ。

ａ fine crackles

ｂ 声音振盪の増強

ｃ 呼吸音の減弱

ｄ 胸膜摩擦音

ｅ 呼気の延長

別 冊

No. 5

15 アルコール依存症と関係があるのはどれか。�つ選べ。

ａ Leigh 脳症

ｂ Wernicke 脳症

ｃ Korsakoff 症候群

ｄ Kartagener 症候群

ｅ Lambert-Eaton 症候群

16 甲状腺乳頭癌について正しいのはどれか。�つ選べ。

ａ 女性に多い。

ｂ 高齢者に多い。

ｃ 甲状腺濾胞癌よりも予後不良である。

ｄ 血中サイログロブリンが低値となる。

ｅ 甲状腺超音波検査で砂粒状石灰化がみられる。
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17 過活動膀胱の症状はどれか。�つ選べ。

ａ 頻 尿

ｂ 血 尿

ｃ 排尿痛

ｄ 尿意切迫感

ｅ 腹圧性尿失禁

18 収縮性心膜炎について正しいのはどれか。�つ選べ。

ａ β遮断薬が有効である。

ｂ 左心不全が主体である。

ｃ 心臓拡張障害がみられる。

ｄ ジギタリスが有効である。

ｅ 右室と左室の拡張末期圧が等しい。

19 気分障害でみられる思考障害はどれか。�つ選べ。

ａ 観念奔逸

ｂ 思考伝播

ｃ 思考制止

ｄ 滅裂思考

ｅ 連合弛緩
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20 小児の急性細気管支炎について正しいのはどれか。�つ選べ。

ａ RSウイルスが病因となる。

ｂ �〜	歳児に好発する。

ｃ 吸気性呼吸困難がみられる。

ｄ 胸部エックス線写真で両側肺野の透過性が亢進する。

ｅ 加湿酸素の吸入が有効である。

21 66 歳の男性。体重増加と著明な浮腫とを主訴に来院した。	か月前に足部の浮

腫を自覚した。次第に靴が履きにくくなり、体重が�kg 増加した。息子と娘がい

るが、生来健康である。身長 165 cm、体重 70 kg。脈拍 76/分、整。血圧 142/86

mmHg。呼吸数 16/分。両側の下腿と大腿とに浮腫を認める。尿所見：蛋白�袷、

糖�安�、潜血�案�、沈渣に赤血球�〜	/�視野、白血球�〜�/�視野。血液生化

学所見：空腹時血糖80mg/dl、総蛋白4.0 g/dl、アルブミン2.0 g/dl、尿素窒素24

mg/dl、クレアチニン 1.0 mg/dl、LDLコレステロール 200 mg/dl�基準 65〜139�。

胸部エックス線写真で両側に胸水を認める。腎生検の PAM染色標本�別冊No. 6

Ａ�と電子顕微鏡写真�別冊No. 6Ｂ�とを別に示す。

この患者に説明すべきこととして適切なのはどれか。

ａ 肉眼的血尿を生じる。

ｂ 子どもに同じ病気が発症する。

ｃ 悪性腫瘍が出現する可能性がある。

ｄ 数年後に透析を導入する必要がある。

ｅ くも膜下出血を発症する可能性がある。

別 冊

No. 6 Ａ、Ｂ
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22 生後�日の新生児。在胎 39 週、2,980 g で出生した。心拍数 108/分、整。呼吸

数 42/分。心音と呼吸音とに異常を認めない。内眼角贅皮、瞼裂斜上、小さい鼻根

および巨舌を認める。筋緊張が低下している。両親は｢Down 症候群の疑いがあり

ます｣とだけ説明を受けている。

まず行うべき対応として適切なのはどれか。

ａ 合併症について説明する。

ｂ 患者会の連絡先を伝える。

ｃ 両親の染色体検査を行う。

ｄ 両親が何を心配しているかを聞く。

ｅ 次回の妊娠時に出生前診断を行うよう勧める。

23 60 歳の女性。健康診断の胸部エックス線写真で異常を指摘され来院した。自覚

症状はない。既往歴に特記すべきことはない。喫煙歴はない。身長 153 cm、体重

55 kg。体温 36.8 ℃。脈拍 60/分、整。血圧 118/64 mmHg。呼吸数 16/分。SpO2

99 %�room air�。心音と呼吸音とに異常を認めない。血液所見：赤血球 380 万、

Hb 13.2 g/dl、Ht 33 %、白血球 5,600、血小板 23 万。CRP 0.3 mg/dl。胸部エッ

クス線写真�別冊No. 7Ａ�と胸部単純CT�別冊No. 7Ｂ�とを別に示す。

診断のために行うべき検査として最も有用なのはどれか。

ａ 喀痰培養

ｂ 肺動脈造影

ｃ 経気管支肺生検

ｄ 腫瘍マーカー測定

ｅ ポジトロンエミッション断層撮影mPETo

別 冊

No. 7 Ａ、Ｂ
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24 53 歳の男性。突然生じた強い左背部痛のため搬入された。�年前から痛風で尿

酸排泄促進薬を内服している。身長 175 cm、体重 91 kg。体温 36.0 ℃。脈拍

76/分、整。血圧 162/92 mmHg。呼吸数 16/分。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知

しない。左肋骨脊柱角に叩打痛を認める。尿所見：蛋白�袷、糖�安�、潜血�袷、

沈渣に赤血球多数/�視野、白血球�〜�/�視野。血液所見：赤血球 428 万、Hb

13.6 g/dl、Ht 38 %、白血球 7,800、血小板 21 万。血液生化学所見：総蛋白 6.9

g/dl、アルブミン 3.9 g/dl、尿素窒素 12 mg/dl、クレアチニン 0.9 mg/dl、尿酸

7.0 mg/dl、Na 138 mEq/l、K 3.9 mEq/l、Cl 102 mEq/l。CRP 0.1 mg/dl。腹部超

音波検査で左水腎症を認める。腹部エックス線写真で異常を認めない。

診断に有用なのはどれか。

ａ 尿培養

ｂ 膀胱鏡検査

ｃ レノグラム

ｄ 腹部単純CT

ｅ 左腎動脈造影

DKIX-01-DH-1610



25 58 歳の女性。下肢のむくみを主訴に来院した。15 年前に糖尿病を指摘され、10

年前から自宅近くの医療機関でインスリン治療を受けている。10 か月前から下肢

のむくみを自覚し、次第に増悪してきたため紹介されて受診した。身長 155 cm、

体重 60 kg。血圧 160/86 mmHg。両下肢に中等度の浮腫を認める。尿所見：蛋白

�袷、糖(安)、ケトン体(安)。血液生化学所見：血糖 127 mg/dl、HbA1c 6.6 %

(基準 4.3〜5.8)、総蛋白 5.7 g/dl、アルブミン 3.0 g/dl、尿素窒素 45 mg/dl、ク

レアチニン 3.5 mg/dl。

食事療法として適切なのはどれか。

総エネルギー(kcal/日) 蛋白質(g/日) 食塩(g/日)

ａ 1,200 40 5

ｂ 1,200 40 9

ｃ 1,200 70 9

ｄ 1,600 40 5

ｅ 1,600 70 9
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26 �歳の男児。�日続く高熱を主訴に来院した。�日前から 38〜39 ℃台の発熱が

続いており、昨日から体幹に皮疹が出現してきた。既往歴に特記すべきことはな

い。�歳の弟がいる。意識は清明。元気がなく、食事摂取は普段の半分以下である

という。眼球結膜に充血を認める。眼脂を認めない。口唇に発赤と乾燥とを認め、

咽頭は発赤している。両側の頸部に径�cmのリンパ節を�個触知する。心音と呼

吸音とに異常を認めない。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。体幹皮膚に不

定形の紅斑がある。四肢末端に発赤と浮腫とを認める。血液所見：赤血球 450 万、

Hb 13.2 g/dl、Ht 40 %、白血球 22,000、血小板 46 万。血液生化学所見：総蛋白

6.8 g/dl、アルブミン 3.5 g/dl。CRP 16 mg/dl。

保護者への説明で適切なのはどれか。

ａ ｢指先の皮膚がむけてきます｣

ｂ ｢今後、重度の貧血を合併します｣

ｃ ｢弟さんにうつる可能性があります｣

ｄ ｢首の腫れている部分�リンパ節�は化膿しています｣

ｅ ｢この病気にかかった子どもの半分には心臓に後遺症が残ります｣
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27 45 歳の女性。左乳頭・乳輪部の変化を主訴に来院した。�か月前から乳頭・乳

輪部の変化に気付いていた。市販の副腎皮質ステロイド外用薬は無効であった。未

経妊であり、授乳歴はない。身長 156 cm、体重 47 kg。発熱はなく、局所の痛みと

痒みとを認めない。乳房に腫瘤を触知しない。左乳房の写真�別冊No. 8�を別に示

す。

診断として最も考えられるのはどれか。

ａ 乳腺炎

ｂ Mondor 病

ｃ 接触皮膚炎

ｄ 乳房 Paget 病

ｅ 悪性リンパ腫

別 冊

No. 8

DKIX-01-DH-1913



28 58 歳の女性。嘔吐、腹痛および下痢を主訴に来院した。今朝、自分で弁当を作

って夫とピクニックへ行き、昼食の弁当とともに、道沿いで採った山菜、キノコ及

び釣った魚をキャンプ場で焼いて食べた。その後、湧き水を沸かしてお茶を飲ん

だ。約�時間後、目の前が暗くなり、冷や汗をかいて涙が止まらなくなった。約	

時間後から吐き気と腹痛とを自覚するとともに下痢が始まり、水を飲んでは嘔吐す

ることを繰り返した。�時間後、手掌に軽度のしびれを自覚し、頭がぼーっとする

ようになったため受診した。同行した 62 歳の夫も下痢をしたという。同じ弁当を

昼に勤務先で食べた娘には特に症状がなかった。体温 37.2 ℃。脈拍 52/分、整。

血圧 114/58 mmHg。発汗を認める。瞳孔径は両側�mmである。心音と呼吸音と

に異常を認めない。腹部は平坦、軟で、腹部全体に軽度の圧痛を認める。肝・脾を

触知しない。腸雑音の亢進を認める。便は下痢便で、潜血を認めない。

原因として最も考えられるのはどれか。

ａ キノコ毒

ｂ 腸炎ビブリオ

ｃ ノロウイルス

ｄ 黄色ブドウ球菌

ｅ カンピロバクター

DKIX-01-DH-2014



29 42 歳の女性。�か月前から持続する全身�怠感と腰背部痛とを主訴に来院した。

体温 36.1 ℃。脊椎の後屈制限と棘突起の叩打痛とを認める。血液所見：赤血球

410 万、Hb 12.0 g/dl、Ht 35 %、白血球 6,100、血小板 15 万。CRP 0.3 mg/dl。

胸腰椎単純CT�別冊No. 9Ａ�と胸腰椎MRI の T2 強調矢状断像�別冊No. 9Ｂ�とを

別に示す。生検組織で乾酪壊死を伴う肉芽腫を認める。

治療薬として適切なのはどれか。

ａ 抗真菌薬

ｂ 抗結核薬

ｃ 抗悪性腫瘍薬

ｄ 骨吸収抑制薬

ｅ 非ステロイド性抗炎症薬mNSAIDso

別 冊

No. 9 Ａ、Ｂ

30 29 歳の男性。排尿時痛を主訴に来院した。14 日前に性行為感染の機会があった。

�日前から排尿時痛と漿液性の尿道分泌物とを自覚するようになったため受診し

た。外尿道口周囲に発赤を認めない。触診で陰囊部に異常を認めない。直腸指診で

前立腺に異常を認めない。尿所見：蛋白�袷、糖�安�、潜血�安�、沈渣に赤血球

�〜�/�視野、白血球 10〜20/�視野。尿道分泌物のGram染色で細菌を認めな

い。

この疾患の原因として考えられるのはどれか。

ａ Chlamydia trachomatis

ｂ Herpes simplex virus

ｃ Human papillomavirus

ｄ Neisseria gonorrhoeae

ｅ Treponema pallidum

DKIX-01-DH-2115



31 42 歳の女性。�日前から出現した呼吸困難を主訴に来院した。�年前に全身性

エリテマトーデスと診断され、副腎皮質ステロイドによる治療を受けている。身長

154 cm、体重 45 kg。体温 38.8 ℃。脈拍 104/分、整。血圧 128/68 mmHg。呼吸

数 25/分。胸部全体に軽度の fine crackles を聴取する。赤沈 68 mm/�時間。血液

所見：赤血球 328 万、Hb 9.8 g/dl、Ht 27 %、白血球 11,800�桿状核好中球 35 %、

分葉核好中球 52 %、好塩基球�%、単球�%、リンパ球�%�、血小板 32 万。血液

生化学所見：総蛋白 6.8 g/dl、アルブミン 3.2 g/dl、尿素窒素 28 mg/dl、クレア

チニン 0.9 mg/dl、AST 43 IU/l、ALT 59 IU/l、LD 423 IU/l�基準 176〜353�、IgG

800 mg/dl�基準 960〜1,960�。免疫学所見：CRP 7.1 mg/dl。β-D-グルカン 585

pg/ml�基準 10以下�。抗核抗体 40倍�基準 20以下�。CH50 39 U/ml�基準 30〜40�。

動脈血ガス分析�自発呼吸、room air�：pH 7.48、PaCO2 29 Torr、PaO2 50 Torr、

HCO3
安 21 mEq/l。胸部単純CT�別冊No. 10�を別に示す。

治療薬として適切なのはどれか。

ａ ST合剤

ｂ イソニアジド

ｃ ゲンタマイシン

ｄ エリスロマイシン

ｅ シクロホスファミド

別 冊

No. 10

DKIX-01-DH-2216



32 �歳の女児。両側の膝関節痛を主訴に来院した。�週前から 37.5〜40.0 ℃の発

熱がみられていた。自宅近くの診療所で抗菌薬を投与されたが解熱しなかった。�

日前から両側の膝関節痛を訴え、今朝から立とうとしなくなったため受診した。体

温 39.0 ℃。両側の頸部に径 15 mmのリンパ節を�個ずつ触知する。右肋骨弓下に

肝を�cm、左肋骨弓下に脾を�cm触知する。両側の膝関節は腫脹し、熱感があ

る。尿所見：蛋白�安�、糖�安�、沈渣に白血球�〜�/�視野。赤沈 80 mm/�時

間。血液所見：赤血球 320 万、Hb 9.6 g/dl、Ht 30 %、白血球 16,500�桿状核好中

球�%、分葉核好中球 56 %、単球#%、リンパ球 29 %�、血小板 52 万。免疫学所

見：CRP 15 mg/dl。ASO 1,250 単位�基準 250 以下�。咽頭培養は常在菌のみ検出

され、血液培養は陰性であった。

治療薬として適切なのはどれか。

ａ 鉄 剤

ｂ 抗アレルギー薬

ｃ 免疫グロブリン

ｄ インターフェロン γ

ｅ 非ステロイド性抗炎症薬mNSAIDso

DKIX-01-DH-2317



33 21 歳の女性。運動時に気が遠くなる感じがあることを主訴に来院した。�か月

前から同様の症状に気付いていた。脈拍 68/分、整。血圧 112/68 mmHg。心尖部

にⅣ音を、胸骨左縁第	肋間を中心に収縮期雑音を聴取する。心エコー図�別冊No.

11Ａ、Ｂ�を別に示す。

治療薬として適切なのはどれか。

ａ 利尿薬

ｂ 硝酸薬

ｃ β遮断薬

ｄ ジギタリス

ｅ アスピリン

別 冊

No. 11 Ａ、Ｂ

DKIX-01-DH-2418



34 40 歳の女性。喘鳴を主訴に来院した。�週前に発熱、咽頭痛、咳嗽および喀痰

が出現し、自宅近くの医療機関で治療を受けて改善した。�週前から夜間に喘鳴が

出現したが、睡眠が妨げられるほどではなかった。喫煙歴はない。身長 160 cm、

体重 52 kg。体温 36.2 ℃。脈拍 64/分、整。血圧 106/62 mmHg。呼吸数 16/分。

SpO2 98 %�room air�。心音に異常を認めない。強制呼気時に背部でwheezes を聴

取する。白血球 7,200�桿状核好中球#%、分葉核好中球 45 %、好酸球 16 %、好塩

基球�%、単球�%、リンパ球 24 %�。血液生化学所見：IgG 1,610 mg/dl�基準

960〜1,960�、IgA 232 mg/dl�基準 110〜410�、IgM 82 mg/dl�基準 65〜350�、IgE

540 IU/ml�基準 250 未満�。CRP 0.3 mg/dl。心電図と胸部エックス線写真とに異

常を認めない。

治療薬として適切なのはどれか。

ａ β遮断薬

ｂ 抗コリン吸入薬

ｃ 抗アルドステロン薬

ｄ マクロライド系抗菌薬

ｅ 副腎皮質ステロイド吸入薬

DKIX-01-DH-2519



35 16 歳の男子。�日前からの発熱と左の側腹部痛とを主訴に来院した。小児期か

ら年に�回ほど高熱を出し、そのたびに抗菌薬治療を受けていたという。体温

39.0 ℃。左肋骨脊柱角に叩打痛を認める。血清クレアチニン 1.0 mg/dl。排尿後

の腹部超音波検査で残尿を認めない。左腎に水腎症と軽度の萎縮とを認める。尿培

養でグラム陰性桿菌を認めた。抗菌薬投与で解熱し、症状は消失した。

引き続き行う必要がある検査で適切なのはどれか。

ａ 腎生検

ｂ 逆行性尿道造影

ｃ 排尿時膀胱尿道造影

ｄ ガリウムシンチグラフィ

ｅ イヌリンクリアランス試験

36 11 歳の男児。呼吸困難のため搬入された。学校給食で食パンとシチューを食べ

た後、昼休みに校庭でサッカーをしていたときに皮膚瘙痒感と蕁麻疹とが出現し

た。養護教諭が保健室で休ませて様子をみていたところ、患児が呼吸困難と気分不

快とを訴えたため、救急車を要請した。意識は清明。体温 36.8 ℃。脈拍 92/分、

整。血圧 86/48 mmHg。呼吸数 32/分。SpO2 90 %�room air�。ぐったりとしてい

る。顔面と四肢とに膨疹が散在している。胸部で喘鳴を聴取する。�か月前にも同

様のエピソードがあったという。

病態として最も考えられるのはどれか。

ａ 熱中症

ｂ 食中毒

ｃ 気道異物

ｄ コリン性蕁麻疹

ｅ 食物依存性運動誘発アナフィラキシー

DKIX-01-DH-2620



37 35 歳の女性。�か月前からの全身�怠感を主訴に来院した。�年前に会社の健

康診断で貧血と高コレステロール血症とを指摘されたが、精査を受けたことはな

い。�年前に、分娩時に大量出血し、輸血を受けたことがある。授乳経験はない。

月経周期は不整である。身長 162 cm、体重 50 kg。脈拍 60/分、整。血圧 84/60

mmHg。心音と呼吸音とに異常を認めない。血液所見：赤血球 350 万、Hb 9.1

g/dl、Ht 25 %、白血球 6,800、血小板 18 万。血液生化学所見：空腹時血糖 68

mg/dl、総コレステロール 269 mg/dl、AST 26 IU/l、ALT 21 IU/l、CK 297 IU/l

�基準30〜140�、Na 126mEq/l、K 4.9mEq/l、Cl 94mEq/l、Fe 18 μg/dl、TSH 0.3

μU/ml�基準 0.2〜4.0�、FT4 0.6 ng/dl�基準 0.8〜2.2�、コルチゾール 1.6 μg/dl

�基準 5.2〜12.6�。

まず選択すべき治療薬として適切なのはどれか。

ａ HMG-CoA還元酵素阻害薬

ｂ 副腎皮質ステロイド

ｃ 甲状腺ホルモン

ｄ ブドウ糖

ｅ 鉄 剤

DKIX-01-DH-2721



38 70 歳の男性。右利き。言動が異常であることを心配した家族に伴われて来院し

た。�日前、急に不可解な発言をするようになり、落ち着きがなくなった。昨日は

症状がやや改善した印象であったが、今朝から奇妙な言動が続いている。10 年前

から脂質異常症の治療を受けている。不整脈を指摘されたことがある。母親と兄と

が高血圧症である。意識は清明。身長 160 cm、体重 67 kg。体温 36.0 ℃。脈拍

68/分、不整。血圧 160/68 mmHg。呼吸数 17/分。項部硬直を認めない。脳神経系

に異常を認めない。頸部で血管雑音を聴取しない。心雑音を聴取しない。呼吸音に

異常を認めない。四肢に運動麻痺を認めない。発話量は多いが、質問とは無関係な

ことを答える。｢口を開けて舌を出して下さい｣と指示を与えても別の動作をする。

胸部エックス線写真上、心胸郭比 58 %であり、肺野に異常を認めない。心電図で

心房細動を認める。頭部単純CT�別冊No. 12�を別に示す。

この患者の病態として正しいのはどれか。

ａ 認知症

ｂ Broca 失語

ｃ Wernicke 失語

ｄ Gerstmann 症候群

ｅ 偽性球麻痺性構音障害

別 冊

No. 12

DKIX-01-DH-2822



39 78 歳の男性。胃癌に対する胃切除術のため入院中である。術後�日、深夜に尿

道カテーテルを自己抜去し、尿道出血を認めた。意識は清明。身長 163 cm、体重

63 kg。脈拍 96/分、整。血圧 130/70 mmHg。下腹部は小児頭大に膨隆している。

直腸指診で鶏卵大の前立腺を触知する。血液所見：赤血球 377 万、Hb 10.2 g/dl、

Ht 33 %、白血球 10,200、血小板 23 万。血液生化学所見：尿素窒素 22 mg/dl、ク

レアチニン 1.4 mg/dl。腹部超音波検査では、膀胱は多量の尿で拡張し、前立腺は

腫大していた。尿道カテーテルは再挿入できなかった。

対応として適切なのはどれか。

ａ 輸 液

ｂ 血液透析

ｃ 腎瘻造設

ｄ 膀胱瘻造設

ｅ α1 遮断薬の投与

DKIX-01-DH-2923



40 72 歳の男性。�週前から続く両下肢の冷感と痛みとを主訴に来院した。�か月

前に不安定狭心症に対する冠動脈ステント留置術を受けた。15 年前から糖尿病と

高血圧症とで治療中である。喫煙は 15 本/日を 50 年間。体温 36.6 ℃。脈拍

84/分、整。血圧 140/88 mmHg。呼吸数 18/分。両下腿に網状皮斑を認める。足趾

にチアノーゼを認める。尿所見：蛋白�安�、潜血�案�。血液所見：赤血球 380 万、

Hb 11.8 g/dl、Ht 35 %、白血球 6,600�桿状核好中球�%、分葉核好中球 60 %、好

酸球 15 %、単球�%、リンパ球 15 %�、血小板 26 万。血液生化学所見：アルブミ

ン 4.0 g/dl、尿素窒素 42 mg/dl、クレアチニン 3.0 mg/dl �冠動脈ステント留置

術前：1.2 mg/dl�。免疫学所見：CRP 1.5 mg/dl。リウマトイド因子mRFo陰性、抗

核抗体陰性。CH50 19 U/ml�基準 30〜40�。下腿の皮膚生検のH-E染色標本�別冊

No. 13�を別に示す。

診断として考えられるのはどれか。

ａ Buerger 病

ｂ ANCA関連血管炎

ｃ コレステロール塞栓症

ｄ 全身性エリテマトーデス

ｅ Schönlein-Henoch 紫斑病

別 冊

No. 13

DKIX-01-DH-3024



41 58 歳の男性。�か月前からの下腿の浮腫を主訴に来院した。�年前に健康診断

で糖尿病と高血圧症とを指摘されたため、自宅近くの診療所で食事療法の指導を受

け、経口糖尿病薬とカルシウム拮抗薬とを処方されている。眼底検査で明らかな異

常を指摘されていないという。意識は清明。身長 166 cm、体重 70 kg。体温 36.4

℃。脈拍 84/分、整。血圧 142/88 mmHg。呼吸数 14/分。眼瞼と下腿とに浮腫を

認める。心音と呼吸音とに異常を認めない。神経学的所見に異常を認めない。尿所

見：蛋白�袷、潜血�袷、沈渣に赤血球�〜	/�視野、白血球�〜	/�視野。

血液所見：赤血球 480 万、Hb 15.1 g/dl、Ht 46 %、白血球 5,000、血小板 30 万。

血液生化学所見：空腹時血糖 98 mg/dl、HbA1c 6.0 %�基準 4.3〜5.8�、総蛋白

4.6 g/dl、アルブミン 2.5 g/dl、尿素窒素 16 mg/dl、クレアチニン 0.9 mg/dl、総

コレステロール 300 mg/dl。腎生検の PAM染色標本�別冊No. 14�を別に示す。

治療として適切なのはどれか。

ａ 免疫抑制薬の投与

ｂ ワルファリンの投与

ｃ インスリン治療の導入

ｄ 副腎皮質ステロイドの経口投与

ｅ アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬の投与

別 冊

No. 14

DKIX-01-DH-3125



42 45 歳の男性。意識障害のため搬入された。�日前から 38 ℃台の発熱が続いてい

た。昨日から傾眠状態となり、次第に増悪してきたため家族が救急車を要請した。

下痢と血便とはなかったという。意識レベルは JCSⅡ- 30。身長 158 cm、体重 59

kg。体温 39.0 ℃。脈拍 88/分、整。血圧 110/70 mmHg。呼吸数 28/分。皮膚に出

血斑を認める。尿所見：蛋白�袷、潜血�袷。血液所見：赤血球 138 万、Hb 4.1

g/dl、Ht 16 %、白血球 8,000、網赤血球� %、血小板 1.2 万、PT 97 % �基準

80〜120�、APTT 32 秒�基準対照 32�。血液生化学所見：総蛋白 6.9 g/dl、アルブ

ミン 3.3 g/dl、尿素窒素 24 mg/dl、クレアチニン 0.9 mg/dl。心電図と胸部エッ

クス線写真とに異常を認めない。末�血塗抹May-Giemsa 染色標本�別冊No. 15�

を別に示す。

治療として適切なのはどれか。

ａ 血小板輸血

ｂ 抗DIC 療法

ｃ 血漿交換療法

ｄ Helicobacter pylori除菌

ｅ 免疫グロブリンの大量投与

別 冊

No. 15

DKIX-01-DH-3226



43 64 歳の女性。皮膚の黄染を主訴に来院した。�年前から肝機能異常を指摘され

ていたが、自覚症状がなかったためそのままにしていた。�週前から皮膚の痒みが

出現し、�週前に皮膚が黄色いことに気付いたという。服薬歴に特記すべきことは

ない。輸血歴はない。飲酒は機会飲酒。身長 163 cm、体重 57 kg。眼球結膜に黄染

を認める。右肋骨弓下に肝を	cm、左肋骨弓下に脾を�cm触知する。血液所見：

赤血球 335 万、Hb 10.8 g/dl、Ht 35 %、白血球 3,300、血小板 8.5 万。血液生化学

所見：総蛋白 7.8 g/dl、アルブミン 3.2 g/dl、総ビリルビン 2.8 mg/dl、直接ビリ

ルビン 1.8 mg/dl、AST 186 IU/l、ALT 148 IU/l、LD 184 IU/l�基準 176〜353�、

ALP 559 IU/l�基準 115〜359�、γ-GTP 253 IU/l�基準#〜50�。免疫学所見：CRP

2.4 mg/dl。HBs 抗原陰性、HCV抗体陰性。リウマトイド因子mRFo陰性、抗核抗

体 40 倍�基準 20 以下�、抗ミトコンドリア抗体 80 倍�基準 20 以下�。

治療薬として適切なのはどれか。

ａ テトラサイクリン

ｂ インフリキシマブ

ｃ インターフェロン γ

ｄ 5 -アミノサリチル酸

ｅ ウルソデオキシコール酸

DKIX-01-DH-3327



44 69 歳の男性。飲食店経営者。人間ドックで胸部エックス線写真の異常陰影を指

摘されたため来院した。58 歳から高血圧症のため内服治療中である。喫煙は 20

本/日を 40 年間。意識は清明。身長 164 cm、体重 70 kg。体温 36.8 ℃。脈拍

72/分、整。血圧 148/72 mmHg。呼吸数 12/分。頸部リンパ節と鎖骨上リンパ節と

を触知しない。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触

知しない。血液所見：赤血球 430 万、Hb 15.3 g/dl、Ht 42 %、白血球 8,100、血小

板 20 万。血液生化学所見：総蛋白 7.9 g/dl、アルブミン 4.6 g/dl、尿素窒素 12

mg/dl、クレアチニン 0.8 mg/dl、総ビリルビン 1.0 mg/dl、AST 51 IU/l、ALT

38 IU/l、LD 217 IU/l �基準 176〜353�。免疫学所見：CRP 0.1 mg/dl。CEA 8.3

ng/ml�基準�以下�。肺機能検査所見：%VC 92 %、FEV1.0% 75 %。心電図に異常

を認めない。気管支鏡検査で右B3 から擦過細胞診を行いクラスV陽性�腺癌�と

判定された。精査の結果、所属リンパ節転移と遠隔転移とを認めなかった。胸部エ

ックス線写真で右上肺野の結節影と左第一肋軟骨の石灰化とを認めた。胸部エック

ス線写真�別冊No. 16Ａ�と胸部単純CT�別冊No. 16Ｂ�とを別に示す。

第一選択になる治療法として適切なのはどれか。

ａ 縦隔リンパ節郭清を伴う右肺上葉切除術

ｂ 放射線治療と抗癌化学療法との併用

ｃ 抗癌化学療法

ｄ 放射線治療

ｅ 腫瘍核出術

別 冊

No. 16 Ａ、Ｂ

DKIX-01-DH-3428



45 36 歳の初妊婦。妊娠 35 週。妊婦健康診査のために来院した。これまでの妊娠経

過には異常を認めていなかった。血圧 144/92 mmHg。尿所見：蛋白�袷、糖�安�。

血液所見：赤血球 380 万、Hb 13.5 g/dl、Ht 40 %、白血球 9,000、血小板 20 万、

PT 88 %�基準 80〜120�。血液生化学所見：総蛋白 6.5 g/dl、アルブミン 3.2 g/dl、

尿素窒素 16 mg/dl、クレアチニン 0.8 mg/dl、尿酸 7.5 mg/dl、AST 28 IU/l、

ALT 26 IU/l、LD 350 IU/l�基準 176〜353�、Na 135 mEq/l、K 4.4 mEq/l、Cl 101

mEq/l、Ca 7.8 mg/dl。腹部超音波検査で胎児推定体重 1,500 g である。

母児管理を行う上で最も注意すべきなのはどれか。

ａ 血 圧

ｂ 尿蛋白

ｃ 血小板数

ｄ 肝機能検査値

ｅ 胎児推定体重

DKIX-01-DH-3529



46 26 歳の女性。未経妊。�か月前からの性交時出血を主訴に来院した。月経周期

は 28 日型、整。内診で、帯下は白色、子宮は鶏卵大で可動性は良好である。経腟

超音波検査で子宮と卵巣とに異常を認めない。子宮頸部の細胞診 Papanicolaou 染

色標本�別冊No. 17�を別に示す。

対応として適切なのはどれか。

ａ 子宮内膜組織診

ｂ コルポスコピィ

ｃ 腟分泌物培養検査

ｄ 低用量経口避妊薬の投与

ｅ 子宮頸部レーザー蒸散術

別 冊

No. 17

DKIX-01-DH-3630



47 81 歳の男性。�か月前からの労作時の呼吸困難を主訴に来院した。生来健康で

農作業に従事していた。脈拍 76/分、整。血圧 126/74 mmHg。頸動脈拍動の立ち

上がりが遅い。胸骨右縁第�肋間に収縮中期性m収縮期駆出性o雑音が聴取され、頸

部に放散する。下腿に浮腫を認めない。心電図で左室肥大を認める。胸部エックス

線写真で異常を認めない。カラードプラ心エコー図�別冊No. 18Ａ�と連続波ドプラ

法で記録した左室駆出血流速パターン�別冊No. 18Ｂ�とを別に示す。

治療として適切なのはどれか。

ａ 利尿薬の投与

ｂ カルシウム拮抗薬の投与

ｃ アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬の投与

ｄ 僧帽弁輪縫縮術

ｅ 大動脈弁置換術

別 冊

No. 18 Ａ、Ｂ

DKIX-01-DH-3731



48 70 歳の女性。呼吸困難を主訴に来院した。�週前に感冒様症状が出現し、自宅

近くの診療所で抗菌薬と漢方薬とを処方された。その後も症状は改善せず、乾性咳

嗽と呼吸困難とが増悪したため、紹介されて受診した。紹介の時点で、診療所の医

師から薬の内服を中止するよう指示されたという。意識は清明。体温 36.9 ℃。脈

拍 88/分、整。血圧 122/86 mmHg。呼吸数 22/分。SpO2 92 %�room air�。聴診で

両側の胸部に fine crackles を聴取する。喀痰検査：Gram染色で有意な菌を認めな

い。Ziehl-Neelsen 染色で Gaffky�号。血液所見：赤血球 456 万、Hb 12.5 g/dl、

Ht 42 %、白血球 13,140�桿状核好中球 10 %、分葉核好中球 50 %、好酸球 26 %、単

球	%、リンパ球 10 %�、血小板 26万。血液生化学所見：総蛋白 7.3 g/dl、アルブ

ミン3.5 g/dl、総ビリルビン1.7mg/dl、AST 85 IU/l、ALT 63 IU/l、LD 619 IU/l

�基準 176〜353�、ALP 385 IU/l�基準 115〜359�、γ-GTP 171 IU/l�基準#〜50�。

免疫学所見：CRP 5.2 mg/dl。KL-6 733 U/ml�基準 500 未満�。サイトメガロウイ

ルス抗原血症mC 7-HRPo�安�、β-D-グルカン#pg/ml�基準 10 以下�、アスペルギ

ルス抗原陰性。クラミジア・ニューモニエ抗体価とマイコプラズマ抗体価との有意

な上昇を認めない。動脈血ガス分析�自発呼吸、room air�：pH 7.50、PaO2 65 Torr、

PaCO2 28 Torr、HCO3
安 21 mEq/l。胸部エックス線写真で両肺野に浸潤影を認め

る。胸部単純CT�別冊No. 19�を別に示す。

治療薬として適切なのはどれか。

ａ 副腎皮質ステロイド

ｂ ガンシクロビル

ｃ 気管支拡張薬

ｄ 抗結核薬

ｅ ST合剤

別 冊

No. 19

DKIX-01-DH-3832



49 32 歳の女性。右頸部の腫瘤を主訴に来院した。10 年前から腫瘤に気付いていた。

腫瘤は徐々に増大傾向にあるという。腫瘤の表面は平滑、可動性良好で、圧痛を認

めない。顔面神経麻痺を認めない。頭頸部MRI の T1 強調軸位断像�別冊No. 20�

を別に示す。

診断として最も考えられるのはどれか。

ａ 側頸囊胞

ｂ 顎下腺腫瘍

ｃ 甲状腺腫瘍

ｄ 耳下腺腫瘍

ｅ 正中頸囊胞

別 冊

No. 20

50 48 歳の男性。事務職。細かい文字が見えにくくなったことを主訴に来院した。

�年前から書類の文字や数字が読みづらくなり、�か月前からパソコン画面の字も

見えにくくなったという。視力は右1.0�1.0庵袷1.50 D�、左1.0�1.0庵袷1.50 D�。

眼圧は右 18 mmHg、左 18 mmHg。眼位は正位で、眼球運動に異常を認めない。

細隙灯顕微鏡検査と眼底検査とで明らかな異常を認めない。

次に行う検査として適切なのはどれか。

ａ 調節検査

ｂ 仮性同色表

ｃ 動的量的視野

ｄ 視覚誘発電位

ｅ Hess 赤緑試験

DKIX-01-DH-3933



51 60 歳の女性。全身の皮疹を主訴に来院した。�か月前から、特に誘因なく全身

に痒みを伴う紅斑と水疱とが多発するようになったという。体幹と四肢とに紅斑と

水疱とを認める。粘膜疹を認めない。皮膚生検の病理組織では表皮下水疱を認め、

蛍光抗体直接法で表皮基底膜部に IgG と C3 との線状沈着を認める。食塩水処理皮

膚を用いた蛍光抗体間接法で表皮側に IgG の陽性反応を認める。両前腕屈側の写

真�別冊No. 21�を別に示す。

診断として最も考えられるのはどれか。

ａ 疱疹状皮膚炎

ｂ 尋常性天疱瘡

ｃ 水疱性類天疱瘡

ｄ 後天性表皮水疱症

ｅ 家族性良性慢性天疱瘡

別 冊

No. 21

DKIX-01-DH-4034



52 64 歳の男性。腰痛と頻尿とを主訴に来院した。�か月前から腰痛が出現し、自

宅近くの診療所で鎮痛薬とコルセットとを処方されたが、次第に増悪してきた。�

日前から�痛で歩行が困難になったため受診した。既往歴と家族歴とに特記すべき

ことはない。身長169 cm、体重69 kg。体温36.2℃。脈拍68/分、整。血圧148/84

mmHg。呼吸数 14/分。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。直腸指診で小鶏

卵大、石様硬の前立腺を触知する。腰椎部に叩打痛を認める。尿所見：蛋白�安�、

糖�安�、沈渣に赤血球と白血球とを認めない。血液所見：赤血球 480 万、Hb 15.0

g/dl、Ht 45 %、白血球 6,800、血小板 24万。血清PSA 320 ng/ml�基準 4.0 以下�。

前立腺生検で低分化型の前立腺癌を認める。腹部造影CTで所属リンパ節の腫大を

認める。骨シンチグラム�別冊No. 22�を別に示す。

治療として適切なのはどれか。�つ選べ。

ａ 抗癌化学療法

ｂ 前立腺全摘除術

ｃ 密封小線源療法

ｄ オピオイドの投与

ｅ 抗男性ホルモン療法

別 冊

No. 22

DKIX-01-DH-4135



53 72 歳の男性。手のふるえと動きにくさとを主訴に来院した。�年前から左手が

ふるえるようになった。�か月前から歩行が不安定になり、歩幅が狭くなったとい

う。顔面筋の動きに乏しい。安静状態で左手が規則的にふるえる。四肢に強い筋強

剛があり、特に左側で顕著である。筋力に異常を認めない。感覚障害を認めない。

腱反射に異常はなく、病的反射を認めない。

治療薬として適切なのはどれか。�つ選べ。

ａ バルプロ酸

ｂ スルピリド

ｃ エンタカポン

ｄ ハロペリドール

ｅ レボドパmL-dopao

DKIX-01-DH-4236



54 27 歳の女性。咳と呼吸困難とを主訴に来院した。�週前から前胸部の圧迫感を

自覚していた。�日前から息苦しくなり、昨日から咳が出始めた。自宅近くの医療

機関を受診したところ、胸部エックス線写真の異常所見を指摘され、精査のために

紹介されて受診した。既往歴に特記すべきことはない。体温 36.8 ℃。脈拍 96/分、

整。血圧 110/64 mmHg。呼吸数 20/分。SpO2 95 %�room air�。口腔内に点状出血

斑を認める。眼瞼結膜は貧血様である。呼吸音は左胸部で減弱している。右肋骨弓

下に肝を�cm触知する。血液所見：赤血球 308 万、Hb 9.2 g/dl、Ht 28 %、白血

球 24,000、血小板 2.2 万。胸部エックス線写真�別冊No. 23Ａ�、骨髄血塗抹

May-Giemsa 染色標本�別冊No. 23Ｂ�及びペルオキシダーゼ染色標本�別冊No. 23

Ｃ�を別に示す。

治療として適切なのはどれか。�つ選べ。

ａ アドリアマイシンの投与

ｂ 胸部放射線照射

ｃ 全トランス型レチノイン酸の投与

ｄ プレドニゾロンの投与

ｅ リツキシマブの投与

別 冊

No. 23 Ａ、Ｂ、Ｃ

DKIX-01-DH-4337



55 生後	日の新生児。在胎 40 週、2,960 g で出生した。生後 24 時間は胎便排泄が

なかったため、グリセリン浣腸を行ったところ、暗緑色の胎便が排出された。その

後、移行便の排泄がなく、次第に腹部が膨隆してきた。昨日から胆汁性の嘔吐を認

めるようになった。腹部エックス線写真�別冊No. 24�を別に示す。

診断に有用なのはどれか。�つ選べ。

ａ 注腸造影

ｂ 直腸鏡検査

ｃ 腹部超音波検査

ｄ 上部消化管造影

ｅ 直腸肛門内圧検査

別 冊

No. 24

56 76 歳の女性。夕食後に突然激しい腹痛があり、�時間後に搬入された。腹部手

術の既往はない。意識は清明。体温35.7℃。脈拍124/分、不整。血圧80/50 mmHg。

呼吸数 24/分。SpO2 94 %�room air�。腹部はやや硬く、全体に圧痛と軽度の腹膜

刺激症状とを認めた。上腸間膜動脈塞栓症と診断し、直ちに開腹手術を施行した。

手術所見ではTreitz 靱帯の約 120 cm肛門側から回盲部までの小腸が壊死に陥って

いた。

この患者が術後に吸収障害をきたすと予想されるのはどれか。�つ選べ。

ａ グルタミン

ｂ 胆汁酸

ｃ ナトリウム

ｄ ビタミンB12

ｅ ブドウ糖

DKIX-01-DH-4438



57 58 歳の女性。胸部圧迫感を主訴に来院した。�か月前から、早朝に前胸部の圧

迫感を感じるようになった。圧迫感は冷や汗を伴い、�分程度で自然に消失すると

いう。労作時には同様の症状はないという。喫煙は 40 本/日を 38 年間。飲酒は機

会飲酒。身長 163 cm、体重 72 kg。体温 36.5 ℃。脈拍 72/分、整。血圧 126/78

mmHg。呼吸数 20/分。心雑音を聴取しない。下腿に浮腫を認めない。尿所見と血

液生化学所見とに異常を認めない。入院時の心電図に異常を認めない。入院後に施

行した冠動脈内アセチルコリン負荷時の右冠動脈造影写真�別冊No. 25Ａ、Ｂ�を別

に示す。

治療薬として適切なのはどれか。�つ選べ。

ａ 硝酸薬

ｂ β遮断薬

ｃ ループ利尿薬

ｄ ワルファリン

ｅ カルシウム拮抗薬

別 冊

No. 25 Ａ、Ｂ

DKIX-01-DH-4539



58 67 歳の男性。頭痛と右下眼瞼の痛みとを主訴に来院した。�か月前から右眼に

流涙があり、�日前から右下眼瞼に痛みを伴うようになった。�日前から頭痛があ

り、次第に増悪してきたため受診した。体温 38.5 ℃。脈拍 76/分、整。血圧

118/76 mmHg。右下眼瞼の腫脹を認める。項部硬直を認める。血液所見：赤血球

420 万、Hb 13.0 g/dl、Ht 37 %、白血球 21,000�桿状核好中球 20 %、分葉核好中

球 60 %、好酸球�%、単球�%、リンパ球 17 %�、血小板 21 万。CRP 18 mg/dl。

右下眼瞼の写真�別冊No. 26�を別に示す。

直ちに行うべき治療として適切なのはどれか。�つ選べ。

ａ 切開排膿

ｂ 結膜囊の洗浄

ｃ 下眼瞼の睫毛抜去

ｄ 抗菌薬の点滴静注

ｅ アシクロビル眼軟膏の塗布

別 冊

No. 26

DKIX-01-DH-4640



59 40 歳の男性。労作時の呼吸困難と動悸とを主訴に来院した。�か月前から急い

で歩いたときに呼吸困難と動悸とを自覚するようになり、次第に増悪してきたため

受診した。�年前から糖尿病のために食事療法と運動療法とを行っている。弟が

35 歳で突然死したという。意識は清明。身長 168 cm、体重 52 kg。脈拍 72/分、不

整。血圧 102/76 mmHg。呼吸数 20/分。心尖拍動を鎖骨中線から�cm外側に触知

する。Ⅲ音を聴取する。呼吸音に異常を認めない。心電図で心房細動を認める。心

エコー図�別冊No. 27Ａ、Ｂ、Ｃ�を別に示す。

治療薬として適切なのはどれか。�つ選べ。

ａ α遮断薬

ｂ β遮断薬

ｃ 抗コリン薬

ｄ ワルファリン

ｅ アンジオテンシン変換酵素阻害薬

別 冊

No. 27 Ａ、Ｂ、Ｃ

DKIX-01-DH-4741



60 38 歳の初妊婦。妊娠 36 週。頭痛を主訴に来院した。妊娠 34 週までは特に異常

を指摘されていなかった。�週前に軽い頭痛を自覚し、自宅で様子をみていたが次

第に増強してきたため受診した。血圧 160/110 mmHg。全身に浮腫を認める。尿

蛋白�袷。胎児心拍数陣痛図で胎児機能不全と診断し、緊急帝王切開で 2,600 g の

女児を娩出した。術後#時間を経過した時点で、褥婦が強直性間代性けいれんをき

たした。

治療薬の有効成分はどれか。

ａ Na

ｂ K

ｃ Cl

ｄ Ca

ｅ P

ｆ Mg

ｇ Cu

ｈ Fe

ｉ Zn

DKIX-01-DH-4842



DKIX-01-DH-49



DKIX-01-DH-50



DKIX-01-DH-51



DKIX-01-DH-52



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


